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Abstract: The running of the earthquake activities zone is the same as the volcanic zone and the hot spring zone in Sanin 
area. Seismic characteristics are that the activity is migrated from the east area to the west area  































































方北西部を含む、北緯 34度 40分から 36度までと、





















































江戸時代の地震では 1710 年（宝永 8 年）10 月 3
日にマグニチュード 6.5 の地震が起こり、約 5 カ
月半後の翌年の 3 月 19 日に 6.0 の地震があった。



















































 880 年 11 月 23 日（元慶 4 年 10 月 14 日） 






















 1710 年 10 月 3 日（宝永 7 閏年 8 月 11 日） 


















 1711 年 3 月 19 日（正徳元年 2 月 1 日） 













一、牛馬 四疋被打殺候内 馬２疋、 牛２疋 
右之通、在方損亡、城下家中、別條無御座候、
以上、 
  二月、十一日 
一、因幡、伯耆、去二月一日、地大震、人家三百
八十余ツブル、男女四人死、 
















  1872 年 3 月 14 日（明治 5 年 2 月 6 日） 












    1925 年 7 月 4 日 4 時 29 分（大正 14 年） 
鳥取県西部（東経 133.3 度、北緯 35.5 度、深さ未





 余震は 7 月 4 日 4 時 34 分、8 時 53 分、5 日 23









  1925 年 5 月 23 日 11 時 9 分（大正 14 年） 
  兵庫県北部沿岸（東経 134.8 度、北緯 35.6 度、
深さ未決定） 
 震央は円山川河口付近で、死者 428 人、家屋倒








  1927 年 3 月 7 日 18 時 27 分（昭和 2 年） 
（東経 135.15 度、北緯 35.53 度、深さ 0km） 
 京都府北西部の丹後半島に大被害を出した。全






層の西側が最大 80cm 隆起し、かつ南へ最大 270cm
移動した。山田断層は郷村断層に直交している。




  1943 年 3 月 4･5 日 （M6.2、M5.7、M6.2） 
4 日 19 時 13 分にマグニチュード 6.2 の地震が
発生し、22分後の 19時 35分にマグニチュード 5.7
の地震が連続して起こった。その後も余震が続き、















  1943 年 9 月 10 日 17 時 37 分（昭和 18 年） 
（東経 134.08 度、北緯 35.53 度、深さ 0km） 
 鳥取市に壊滅的な被害を与えた。死者は 1,083
人で、全壊家屋は 7,485 戸に達した。鳥取県が 1
年後にまとめた「地震小史」では亡くなった人は
1,200 人以上で、鳥取県が壊滅している[11]。走
行がほぼ東西方向の 2 つの地震断層が出現した。 
28
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図３ 1943 年鳥取地震の余震分布 
 
吉岡断層は長さ 4.5km、北側が最大 50cm 沈下し、
東方へ最大 90cm 移動した。鹿野断層は長さ約 8km
で、蝶番断層と云われている、南南西翼では北が
南に対して最大 75cm 沈下し東方へ 150cm ずれた
[11]。北北東翼では最大 50cm 隆起し西方へわずか
ずれた。余震は倉吉市の周辺に多く発生した（図







 1955 年 6 月 23 日（昭和 30 年） 
      22 時 19 分  Ｍ＝4.6 
         22 時 41 分  Ｍ＝5.5（本震） 
         23 時 13 分  Ｍ＝4.3 









1977 年 5 月 2 日 （M5.3）  
1978 年 6 月 4 日 （M6.1） 






1977 年 5 月 2 日に三瓶山東方にＭ＝5.3 の地震が

















 1983 年 10 月 31 日 01 時 51 分（M6.2） 
          01 時 54 分（M5.7） 




















 1989 年 10 月 27 日 07 時 41 分（5.3） 
    11 月 1 日 04 時 57 分（5.4） 
 1990 年 11 月 21 日 10 時 44 分（5.1） 
      23 日 19 時 33 分（5.2） 
    12 月 1 日 20 時 23 分（5.1） 










                                                   
⑭ 島根県東部の地震（M5.9） 
 1991 年 8 月 28 日 10 時 29 分 
（東経 133.20 度、北緯 35.26 度、深さ 10km） 









1997 年 9 月 4 日  （M5.5） 









 1989 年から日野町の地下で発生した M5 クラス
の群発地震群は、鳥取県西部地震に先行する活動


















は、10 月 8 日に M5.5 の中地震が発生している。
大山火山付近では M3クラスの小地震である（図4）。 


























に M5.3，M5.4，1990 年に M5.1，M5.2，M5.1，1991
年には M4.6、1997 年には 5.4 と頻発している。そ
の間、1991 年に M5.9 の島根県東部の地震が広瀬
町に発生している。 
 1970 年代では、1973 年の鳥取県日南町の地震
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図４ 鳥取県西部地震の余震分布 































ある。1981 年と 1983 年には、鎌倉山南方活断層 
 
図５ 鳥取地震から鳥取県西部地震へ活動の移動 
A：1943 年鳥取地震、B:1983 年鳥取県中部の地震 
C:1985 年大山付近の地震、D１、D２、D３:鳥取県西
部の地震群（1989､1990､1997 年）、E：1992 年島根県
東部の地震  矢印は地震を起す力の方向を示す 
 
付近に M3 クラスの地震が発生している。そして、




で、1990 年 11 月 20 日に M5.1、11 月 23日に M5.2、
12 月 1 日に M5.1 の地震（Ｄ２）が発生した。ま
た、1991 年 8 月 27 日には M4.7 が発生し、約 10
時間後の 1991 年 8 月 28 日には、西へ約 8km 離れ
た島根県東部に M5.9 の地震（Ｅ）が発生している。

























系列分布を示している。1976 年から 1980 年代ま
では、M4 クラスの地震は山陰地域の各地で発生し
ている。しかし、1989 年から 1991 年にかけて徐々
に鳥取県西部に震源が集中し始めている。そして、











































図６ 地震活動の時系列 （安藤:2004 年より） 
 山陰全域で発生していた地震活動は 10 年ほど前
から鳥取県西部地震の震源域に集中している。 
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２） 山陰地域の大地震は、同じ地域、または隣接
地域に連続して発生する連鎖型が多い。 
① 宝永の地震(1710 年 10 月 3 日、M6.5) と 
 正徳の地震(1711 年 3 月 19 日、M6.0) 
② 北但馬地震(1925 年、M6.8) と  
北丹後地震(1927 年 3 月 7 日、M7.3) 
③ 鳥取沖地震(1943 年 3 月 4 日、M6.1) と 
 鳥取地震(1943 年 9 月 10 日、M7.2) 
④ 三瓶山付近の地震(1976 年、M5.5) と 
 （1977 年、M6.1） 
⑤ 鳥取県中部の地震(1983 年 10 月 31 日、M6.2) 
と 約 5 分後の青谷町の地震(M5.6)  
⑥ 1989 年鳥取県西部の地震（M5.3,M5.4） 
1990 年鳥取県西部の地震（M5.1,M5.2,M5.1） 
1991 年島根県東部の地震(8 月 28 日、M5.9) 
⑦ 鳥取県西部の地震（1997 年、M5.5） 
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ると死者 1210 人、重軽傷者 3860 人、家屋全壊
13295 戸、半壊 14110 戸、全半焼 299 戸で、被害



























地震は 1872 年浜田地震(M7.0)、1925 年北但馬地







の後 9 月 10 日に本震が発生しています。鳥取県西
部地震では 11 年前の 1989 年から 1990 年 1991 年











































宝永の地震（マグニチュード 6.5）が 1710 年 10
月 3 日にあり、約半年後の 1711 年 3 月 17 日に正
34





鳥取沖地震（Ｍ6.2）は昭和 18 年 3 月 4 日、5
日にかけて発生した。まず 4 日 19 時 13 分にマグ
ニチュード 6.2 の地震が発生し、22 分後の 19 時
35分にマグニチュード 5.7の地震が連続して起こ
った。震源の深さはそれぞれ 0km，10km とされて

















鳥取地震（マグニチュード 7.2）は昭和 18 年 9







湖山村など 120 人）、岩美郡（56 人）、八頭郡（面
影村など 49 人）です。 




















299 戸が全半焼（全焼 289 戸，半焼 10 戸）した。
そのうち、鳥取市内 22 箇所で燃え広がった火災は
東品治町 2 区で 22 戸、桶屋町，鍛冶町，若桜町，








































































































































 付図１ 1943 年鳥取地震の詳細な震度分布（野田アンケート調査資料、 田により図示）
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    山陰線に被害が集中している 
    液状化現象によって、路盤が 
    沈没・陥没している。 










    沿岸域に被害が集中 
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つの地域を答えていた。2000 年 7 月に鳥取県が米
子市で、防災訓練をするので、想定を「西部地域
で M7.2 の大地震が発生し、米子市で震度 7 の揺れ
で大被害が発生する」とした。約 2 カ月半後、10


















































(受理 平成 19 年 11 月 19 日) 
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